
Ｈ２７水産土木【選択科目Ⅲ】問題
Ⅲ－１(1)漁場整備において水産資源を回復するために検討すべき項目を多様な観点から

述べよ。(2)(1)から最も解決すべきと考える技術的課題を１つと解決するための技術的提

案。(3)効果と想定されるリスクを論述せよ。

（回答：水産基本計画、漁港漁場長期計画参照）

１ 水 産 資 源 を 回 復 す る た め に 検 討 す べ き 項 目

１ ） 我 が 国 の 排 他 的 経 済 水 域 に お け る 資 源 管 理 の 強 化

我 が 国 周 辺 の 水 産 資 源 の 状 況 は 、 資 源 評 価 の 対 象 と な

っ て い る 魚 種・系 群 の ４ 割 が 低 位 水 準 に あ る 。こ の た め 、

資 源 状 態 に 応 じ た 適 切 な 資 源 管 理 が 実 施 さ れ る よ う 、 科

学 的 知 見 に 基 づ き 行 政 機 関 、 試 験 研 究 機 関 、 漁 業 者 を は

じ め と す る 関 係 者 が 一 体 と な っ て 資 源 管 理 措 置 を 検 討 す

べ き で あ る 。

２ ） 国 際 的 な 資 源 管 理 の 検 討

我 が 国 は 、 世 界 有 数 の 漁 業 国 で あ り 、 か つ 、 水 産 物 の

一 大 消 費 国 で あ る こ と を 踏 ま え 、 公 海 に お け る 水 産 資 源

の 適 切 な 保 存 管 理 の た め 、 我 が 国 が リ ー ダ ー シ ッ プ を と

り 、 資 源 管 理 措 置 を 検 討 す べ き で あ る 。

３ ） 豊 か な 生 態 系 を 目 指 し た 水 産 環 境 整 備 の 検 討

こ れ ま で の 漁 場 整 備 は 、 そ の 手 法 に お い て は 、 特 定 種

の み を 対 象 と し た 「 点 」 的 な 整 備 で あ り 、 水 産 生 物 の 集

団 と し て の 空 間 的 広 が り を 考 慮 し た も の で は な か っ た 。

こ の こ と か ら 、 対 象 と す る 水 産 生 物 の 集 団 と し て の 空 間

の 広 が り 、 成 長 段 階 ご と に 利 用 さ れ る 生 息 環 境 の 連 続 性

を 踏 ま え た 生 息 環 境 空 間 と し て 整 備 の 対 象 範 囲 を 捉 え 直

し 、 水 産 生 物 の 生 活 史 に 対 応 し た 良 好 な 生 息 環 境 空 間 を

創 出 す る こ と を 検 討 す べ き で あ る 。

２ 重 要 な 技 術 的 課 題 と 解 決 策



１ ） 漁 場 環 境 の 早 急 な 改 善

水 産 動 植 物 の 生 育 環 境 の 悪 化 が 進 行 し て お り 、 我 が 国

周 辺 水 域 の 主 な 水 産 資 源 の 半 数 程 度 が 低 位 水 準 と な っ て

い る こ と か ら 、 漁 場 環 境 の 早 急 な 改 善 が 課 題 で あ る 。

２ ） 技 術 的 水 準 の 現 状

こ れ ま で の 漁 場 整 備 は 、 魚 礁 、 増 殖 場 等 の で 、 昭 和 ５

１ 年 度 か ら 長 期 計 画 に 基 づ く 公 共 事 業 と し て 本 格 的 に 実

施 さ れ 、 沿 岸 漁 業 生 産 の 下 支 え に 一 定 の 役 割 を 果 た し て

き た 。 し か し 、 ① 水 産 生 物 の 動 態 、 生 活 史 へ の 配 慮 が 不

十 分 、② 海 域 が 有 す る 環 境 収 容 力 の 知 見 が 不 十 分 、③ 環

境 や 資 源 の 変 動 を 踏 ま え た 整 備 の 柔 軟 性 が 不 十 分 な ど の

技 術 的 に 不 足 す る 問 題 が 顕 在 化 し て い る 。

３ ） 解 決 の 方 向 性

こ れ ら か ら 、 情 勢 の 変 化 を 踏 ま え 、 最 新 の 知 見 や 情 報

を 収 集 し て 、 よ り 広 域 的 ・ 俯 瞰 的 な 視 点 を 取 り 入 れ た 、

実 効 性 の 高 い 漁 場 環 境 の 早 急 な 改 善 を 図 る べ き で あ る 。

４ ） 技 術 的 提 案

ａ ） 生 活 史 把 握 面 で の 提 案

生 活 史 の 把 握 で は 、 餌 料 生 物 、 食 害 生 物 、 生 残 率 、 分

散 率 等 の 知 見 も 収 集 し 、 生 息 場 ネ ッ ト ワ ー ク の 把 握 と 評

価 （ 天 然 礁 、 既 存 魚 礁 施 設 、 養 殖 施 設 、 既 存 漁 港 施 設 を

含 む ） も 可 能 な 限 り 行 う 。 こ れ ら の 生 活 史 に 関 す る 知 見

を 集 約 し た う え で 、 生 活 段 階 ご と の 生 息 環 境 空 間 を 考 慮

す る 。



ｂ ） 環 境 収 容 力 面 で の 提 案

技 術 的 提 案 と し て 、 物 質 循 環 の 把 握 ・ 正 常 化 に 努 め 、

藻 場 ・ 干 潟 ・ サ ン ゴ 礁 の 保 全 ・ 造 成 及 び 底 質 改 善 、 な ど

を 図 り 、 水 産 生 物 の 生 産 性 や 環 境 収 容 力 向 上 対 策 を 積 極

的 に 行 う 。 な お 、 知 見 集 約 の た め に 、 検 証 ･ 評 価 に 必 要 な

モ ニ タ リ ン グ を 計 画 的 ・ 効 率 的 実 施 に 努 め る 。

ｃ ） 環 境 変 動 対 策 面 で の 提 案

資 源 ・ 環 境 及 び 漁 場 利 用 の 形 態 は 常 に 変 動 す る た め 、

計 画 段 階 で す べ て を 把 握 、 予 測 す る こ と は 困 難 で あ る 。

こ の こ と か ら 、 そ れ ら の 変 動 を 踏 ま え つ つ 、 良 好 な 状

態 を 維 持 ・ 保 全 し な が ら 、 よ り 効 果 的 な 事 業 実 施 を 図 る

必 要 が あ る 。 そ の た め 、 モ ニ タ リ ン グ の 充 実 を 図 り 、 得

ら れ た 知 見 を 集 約 し 、 柔 軟 な 整 備 を 行 う べ き で あ る 。

３ 、 想 定 さ れ る リ ス ク

整 備 に 際 し て は 、 資 源 ・ 環 境 の 変 動 の 予 測 が 現 在 の 知

見 で は 限 界 が あ る 。 こ の た め 、 対 象 海 域 の 環 境 や 資 源 の

変 動 と い っ た リ ス ク を 加 味 し 、 広 域 な 範 囲 に お け る 改 善

す べ き 課 題 、 長 期 的 な 目 標 、 複 数 の 対 象 種 等 を 決 め る 。

な お 、 計 画 全 体 の リ ス ク を 避 け る た め に 、 必 要 に 応 じ

て 複 数 の 計 画 に 分 け 、 実 施 計 画 に は 短 期 的 な 目 標 、 整 備

内 容 、検 証 ・ 評 価 方 法 、連 携 内 容 等 を 整 理 す べ き で あ る 。

ま た 、 順 応 的 管 理 手 法 を 用 い た 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル を

回 す こ と も 必 要 で あ る 。

― 以 上 ―


